


































愛の相克」と指摘した。 「提婆達多」後編におけるアジャータシャトルの「性を呪いつつ性から生まれる愛に迷うアジャータシ トルの苦悩は仏陀について救われた」という苦悩の様相を、 「犬」では「犬の娘が僧犬との間に生まれた子犬を、愛憎の矛盾を抱きつつ、本能的に愛撫する」という「アジャータシャトルの苦悩の再現」として描いたと、言及する。「菩提樹の蔭」では「愛のために神を冒涜し、そしてまた愛のために神との誓約を背いた後の彼の愛は次第に性の匂いを失い」 「愛はようやく性の絆から脱しようとして る」と考察した。プールナのわが子やかつての恋人に対する思いを「限りない献身
と静かな諦観 満ちた愛の祈り」と認め、三部作の最後に作者は「愛を、人間を、従って自己を、運命の大河に浮かぶ凡愚自然の相として諦観する」視点を得 と評価する。
古代インドに取材した点、作品の内面的主題の両面から、 「提婆
達多」 「犬」 「菩提樹の蔭」をインド三部作と初めて規定した論考。仏教者（仙台市内の真宗大谷派寺院徳泉寺住職） て中勘助の仏教思想について触れ、その後の仏教者による観念 な中勘助インド三部作評価の軸となった。③藤原久八


















































































詳細に行い『古今著聞集 における。登場人物の名前が「提婆達多」の典拠本であった山邊習學『佛弟子伝』を出典とすることを指摘した。オウディウスの「変身物語」に大理石像に魂が入るピグマリオン神話の存在、 『古今著聞集』の影響 指摘もある。
筆者が日本比較文学会第七〇回全国大会（平成二〇年六月二二日
　























































































































































































































































010p.18 l.12-13 ） 「王
　
若くみず
みずしいお体も、肩 上でやわらかな結び目をつくり、胸のかたちをかくしてしまうような衣服 は、その美しさも増してはくれないというものです。それではまるで、花 色枯れた葉 窪みに隠さているよ なものです。 」 （中勘助 資料
60A
010p.18 l.16-19 ）






































の松浦佐用姫の引用を見、佐用姫石化が「菩提樹 蔭」チューラナンダ 石化に影響し と述べ 神の定めた通り 死を迎え 結末から「神の強さと人間の弱さ」の葛藤 テーマとして挙げた。
中が最も親しんだ文楽は、というと堀部が引用した中の詩 文楽
座」に表現された「小太郎」 「朝顔」 「弁慶」 「義経」 「静御前」 「忠信」が主な役の作品だけではない。
五②⑤の要素を含む文楽作品「傾城阿波の鳴門」の受容を中は












響く滝つ瀬。 」年は。やうやうとをどをの道を。かけたる。笈摺に。同行二人と記せしは。一人は大悲のかげ頼む 「ふる里をはるばる。ここに。紀三井寺。花の都も。近くなるらん。巡礼に御報謝」と 言ふも
誮
しき国なまり。 「テモしほらしい巡
礼衆。ドレドレ報謝しんぜう。 」と。盆に精の志 「アイアイ有難ござります」と。言ふ物ごしから爪 づれ。可愛らしい娘の子。定めて連衆は親御達。 「国は何国」と尋られ。 「アイ国は阿波の徳島でござります。 「ムム何じや徳島 さつても夫はマアなつかしい。わしが生れも阿波の徳島。そしてと 様 かか様と一所に巡礼さんすのか。 「イエイエ其とと様やかか様 逢たさ故。夫でわし一人。西国するのでござります」 聞てどふやら気にかかる。お弓は猶も傍に寄り 「ムムとと様やかか様に逢たさに西国するとは どう た訳じや夫が聞たい マア其親達の名は何といふぞいの。 」 「アイどふした訳じや知らぬが三ツの年に。とと様や か様もわしをばば様に預て どこへやら行かしやんし げな。夫でわた は ば 様の世話になつて



























「傾城阿波の鳴門」 「巡礼歌の段」は、親子であることに気付きながら名乗れない母の苦悩、親子と知らず娘を殺してしまった父の悔恨が描かれた悲劇である。「菩提樹の蔭」はプールナによる どうぞあはれなこの をお守りください。私はこれを人手にまかすことはできませぬ。 （中略）そのうへにはチューラナンダにも冥加をたれてやつてください。 」という祈りにより、親子全員が同時 静 な死を迎えるというといういわばアンハッピーエンドの体裁をとったハッピーエンドで終了する。「因縁」に人間が振り回される「傾城阿波の鳴門」 りも父の祈りを聞きとどける人間に近い神が描かれ近代的な意味合いが強い。
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